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Ⅱ 方法 
１ 参加児 
A 県内の保育園 5－6 歳児 40 名（男児 19 名，女児 21 名）を対象とした。調















い，続けて 6 問の本試行を行った（Table 1）。問題は 1 行あたり 1 問，行間 1










































らがな 2～5 文字各 7 語，計 28 語からなる有意味単語のリストを使用した。実
施に先立ち練習課題を実施した。問題は 1 行あたり 4 単語，行間 1 行，HG 教科




















各課題成績の平均と標準偏差を Table 2 に示した。ことばのかくれんぼゲー
ムの各試行における正答数平均と標準偏差は，①「あめりかざりがに」で 3.51
（SD＝1.83），②「くりすますかい」で 4.95（SD＝2.31）であった。 
 ことばのかくれんぼゲームでは，参加児の多くが 2 文字単語の正答を複数（一
人当たり平均 6.3 個）見つけることができた。一方で，全回答数のうち，1 文
字および 3文字以上の単語についての回答数は少なかった（一人当たり平均 2.2
個）。また，1 試行目の部分文字列正答平均は 1.69（SD＝0.18），並び替え正答
平均は 1.82（SD＝0.20）であった。2 試行目の部分文字列正答平均は 2.23（SD
＝1.04），並び替え正答平均は 2.71（SD＝1.75）であった（Table 2）。 
ことばのかくれんぼゲームで参加児が正答した単語と回答率については，
Fig.2 に示した。刺激語によって部分文字列，並び替えの回答率は異なった。
正答率が 50％以上を超える単語はほとんどが 2 文字単語であった。 
 
２ 各課題成績の相関 
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あ め り か ざ り が に
 
あめ 30（77） 部分⽂字列 く り す ま す か い
 
くり 31（79） 部分⽂字列 
かに 26（67） 並替 かい 25（64） 部分⽂字列 
ざりがに 15（38） 部分⽂字列 りす 23（59） 部分⽂字列 
あり 15（38） 並替 すいか 22（56） 並替 
あめりか 9（23） 部分⽂字列 いか 22（56） 並替 
あか 8（21） 並替 くま 16（41） 並替 
かざり 6（15） 部分⽂字列 いす 11（28） 並替 
りか 6（15） 部分⽂字列 くすり 8（21） 並替 
かめ 5（13） 並替 まり 5（13） 並替 
め 4（10） 部分⽂字列 くりすます 4（10） 部分⽂字列 
かり 3 （8） 並替 ます 4（10） 部分⽂字列 
あざ 2 （5） 並替 ますく 3 （8） 並替 
か 2 （5） 部分⽂字列 かす 3 （8） 並替 
が 1 （3） 部分⽂字列 かま 2 （5） 並替 
に 1 （3） 部分⽂字列 すす 2 （5） 並替 
めあり 1 （3） 並替 ますい 2 （5） 並替 
あにめ 1 （3） 並替 かく 2 （5） 並替 
めか 1 （3） 並替 す 2 （5） 部分⽂字列 
かにざ 1 （3） 並替 いかり 1 （3） 並替 
 
  
りか 1 （3） 並替 
すり 1 （3） 並替 
いま 1 （3） 並替 
まいく 1 （3） 並替 












Table 3 各課題成績間の相関 
 
 









績（6 変数）と月齢の計 7 変数を独立変数として，重回帰分析（ステップワイ
ズ法）を行った。その結果，月齢とことばのかくれんぼゲームの試行②部分文
字列の正答数が有意な予測変数として抽出された（Table 4）。なお，多重共線

















































⾳読秒数        
*：p＜.05，**：p＜.01 




















































本研究の結果からも，「くすり」など 3 音（3 文字）以上の操作は，年長児にと
ってワーキングメモリに負荷がかかっていたことが推測される。7 文字の刺激
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in preschool children. Forty 5-6 aged children participated in the study, and we 
assessed on three skills: orthographic knowledge of long-vowel words, reading 
fluency, word play. The results of correlation analysis showed that orthographic 
knowledge of long-vowel words was moderately related to reading fluency. In 
addition, the results of multiple regression analysis showed that age and scores 
of word play variables were predictors of reading fluency. The findings provide 
further evidence for the relationship between reading fluency and word play that 
were demanded the skills of phonological manipulation and word search. 
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